
岸
田
総
理
大
臣
へ
要
請

松
川
正
則
宜
野
湾
市
長
ら

と
普
天
間
飛
行
場
の
早
期
返

還
を
岸
田
文
雄
総
理
大
臣
に

要
請
。

令
和
七
年
に
開
院
開
学
が

迫
る
琉
球
大
学
医
学
部
・
附

属
病
院
の
建
設
資
材
が
物
価

高
騰
の
影
響
を
受
け
て
お
り
、

更
な
る
支
援
も
要
請
。

地
元
の
代
表
と
し
て
、
県

民
の
た
め
必
死
に
や
り
抜
き

ま
す
。

こ
ど
も
政
策
担
当
大
臣
と

意
見
交
換

浦
添
市
議
会
自
民
党
で
だ

こ
会
派
の
市
議
ら
と
と
も

に
、
小
倉
将
信
子
ど
も
政
策

担
当
大
臣
と
意
見
交
換
。

保
育
所
の
配
置
基
準
や
保

育
士
の
所
得
向
上
、
産
後
ケ

ア
な
ど
に
つ
い
て
、
浦
添
市

の
実
情
と
要
望
を
各
市
議
か

ら
小
倉
大
臣
へ
。

浦
添
が
一
丸
と
な
っ
て
要
請

松
本
哲
治
浦
添
市
長
、
島

尻
忠
明
県
議
、
与
党
市
議
団
、

浦
添
商
工
会
議
所
の
又
吉
康

多
郎
会
頭
、
名
嘉
太
助
建
設

業
協
会
浦
添
西
原
支
部
長
ら

と
、
浦
添
港
や
周
辺
道
路
音

整
備
等
に
つ
い
て
浜
田
靖
一

防
衛
大
臣
に
要
請
。

中
央
卸
売
市
場
を
視
察

県
民
の
台
所
、
沖
縄
県

中
央
卸
売
市
場
を
視
察
。

視
察
後
は
コ
ー
ル
ド

チ
ェ
ー
ン
対
応
や
施
設
老

朽
化
へ
の
対
策
は
じ
め
、

様
々
な
課
題
に
し
っ
か
り

取
り
組
み
ま
す
。

地 元 に 全 力 ！ 沖 縄 の た め に

現
場
の
確
認
も
重
要
で
す
。

西
原
町
兼
久
の
国
道
三

二
九
号
は
朝
夕
の
渋
滞
が

萩
生
田
政
調
会
長
に
要
請

北
谷
町
議
員
が
萩
生
田
光

一
政
調
会
長
に
、
キ
ャ
ン
プ

桑
江
南
部
の
県
道
二
十
四
号

線
バ
イ
パ
ス
の
早
期
開
通
等

を
要
請
。

地
元
を
あ
げ
て
の
要
請

嘉
手
納
町
の
當
山
宏
町

長
、
中
川
京
貴
県
議
、
仲

村
渠
兼
栄
議
長
と
と
も
に
、

嘉
手
納
町
の
要
望
を
松
野

博
一
官
房
長
官
へ
。

地
元
か
ら
一
致
結
束
し

て
町
民
の
安
全
安
心
の
た

め
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

激
し
く
側
道
か
ら
の
合
流

が
困
難
で
、
事
故
の
危
険

も
あ
る
と
い
う
切
実
な
声

が
あ
り
、
兼
久
自
治
会
の

皆
さ
ん
、
大
城
純
孝
・
宮

里
洋
史
の
両
西
原
町
議
と

と
も
に
現
場
を
確
認
。
南

部
国
道
事
務
所
長
に
も
同

席
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

琉球ランタンフェスティバル地元の農業を視察小学生への職業教育

沖縄国際映画祭普天間で清掃活動に参加沖縄成田山福泉寺の節分豆まき
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